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山陰本線（京都～下関）にはかつて長い貨物列車が走っ
ていた。平成 9 年には急行さんべ、17 年 3 月には特急いそ
かぜも山口県内から消えた。今は一、二両のワンマン・ディー
ゼル車に朝夕“汽車通”学生。無人の駅舎と海がある宇田郷
駅から益田方面に少し走った所に、海と川をまたいで架かる
コンクリート作品のような鉄橋（昭和７年完成、全長189ｍ）。

西元勇さん（大井港浜）撮影の惣
そうごうがわ

郷川橋梁（阿武町）

なんでもないけど、なんでもあるところ。

ふるさとはどこ？
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市
役
所
か
ら
５
分
で

萩
城
下
を
一
望
!!

　

山
口
県
内
で
最
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
萩
市
で
は
、
昨
年
12
月
に
県

内
で
最
初
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
サ

イ
ト
を
開
設
。寄
付
金
の
使
い
道
を「
ま

ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」
推
進
や
中
央
公
園

整
備
、
新
図
書
館
整
備
な
ど
か
ら
選
ん

で
も
ら
い
、
１
万
円
以
上
寄
付
さ
れ
た

方
に
は
特
産
品
の
夏
み
か
ん
や
萩
焼
、

魚
の
干
物
、
桃
な
ど
を
お
礼
に
贈
る
と

い
う
も
の
で
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
朝
の
情

報
番
組
「
め
ざ
ま
し
テ
レ
ビ
」
や
「
と

く
ダ
ネ
」
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
16
日
か
ら
受
付
を
開
始

し
、
６
月
26
日
時
点
で
１
２
５
件

５
０
９
万
５
０
０
０
円
の
寄
付
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
寄
付
は
、
東
京
22

ふるさと納税がスタート！

生まれ故郷などに寄付をすると住民税や所得税が控除される
「ふるさと納税制度」が５月から始まりました。
これを受け、萩市では、ホームページに専用サイトを設ける
など、広く寄付の募集をＰＲしています。

件
、
大
阪
15
件
、
神
奈
川
12
件
と
都
市

圏
を
中
心
に
22
都
道
府
県
、
県
内
か
ら

も
13
件
あ
り
、
金
額
で
は
、
１
０
０
万

円
の
寄
付
が
１
件
あ
っ
た
の
を
は

じ
め
、
50
万
円
が
２
件
、
30
万
円
２

件
、
10
万
円
３
件
、
５
〜
９
万
円
11

件
、
１
万
５
０
０
０
円
〜
４
万
円
36
件
、

１
万
円
70
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
の
会
員

や
そ
の
関
係
者
の
方
か
ら
の
寄
付
が

62
％
を
占
め
、
多
大
な
ご
支
援
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

萩
市
で
は
、
引
き
続
き
寄
付
を
募
り
、

寄
付
者
の
方
々
の
ふ
る
さ
と
萩
に
対
す

る
思
い
を
今
後
の
萩
の
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
企
画
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
１
７
）

http://w
w

w
.city.hagi.yam

aguchi
.jp/kifu/

◦夏みかん 10kg 
◦萩焼 
◦萩の海幸・八珍セット
◦川上の柚子セット 
◦桃４kg（小川産） 
◦メロン２玉（福川・紫福・吉部産）
◦須佐の赤米セット 
◦あさひ郷里パック
◦維新伝心米６kg

　ふるさと納税は、都市と地方の税収
格差是正対策として始められたもので、
萩出身の多くの方々が萩市へ寄付をさ
れることにより、住民税の税額控除な
どが受けられ、都市からふるさとへ税
収が移転する仕組みです。ふるさと萩
の発展のため、多くの皆様のご協力を
どうかよろしくお願いします。

一番人気は萩の海幸・八珍セット
（約３割の方が希望）

札ふ
だ
ば
あ
と

場
跡
に
公
園
整
備

　

椿
東
地
区
の
山
手
、
東
光
寺
と
松
陰

大
橋
を
結
ぶ
道
路
（
維
新
ロ
ー
ド
）
沿

い
に
、
陶
芸
の
村
公
園
展
望
広
場
が
完

成
し
、
萩
の
城
下
町
が
一
望
で
き
る
絶

好
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
田
床
山
山
頂
に
行
か
な
い

と
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
〝
箱
庭

の
よ
う
な
〟
萩
の
市
街
地
、
日
本
海
、

指
月
山
な
ど
が
、
こ
の
展
望
広
場
か
ら

一
望
で
き
、
周
辺
の
松
下
村
塾
や
東
光

寺
な
ど
と
並
ぶ
椿
東
地
区
の
観
光
名
所

と
し
て
人
気
を
集
め
そ
う
で
す
。

現在更地になっている札場跡

　

萩
信
用
金
庫
本
店（
唐
樋
町
）前
に
あ

り
、
藩
政
時
代
に
防
長
両
国
に
通
じ
る

街
道
の
起
点
と
な
っ
た
札
場
跡
。
昭
和

27
年（
１
９
５
２
）に
複
数
の
店
舗
が
入

居
す
る
商
業
施
設
が
建
設
さ
れ
、
近
年

は
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　

萩
市
は
、
こ
の
場
所
に
札
場
跡
の
復

元
を
含
め
た
萩
の
町
並
み
に
ふ
さ
わ
し

い
景
観
に
配
慮
し
た
小
公
園
に
す
る
計

画
で
、
早
け
れ
ば
来
年
３
月
ま
で
に
完

成
す
る
予
定
で
す
。

萩
市
は
お
礼
に
特
産
品

約
６
割
が
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
会
会
員

お礼の特産品 （１万円以上寄付され
た方に下記より１点）

野村興兒萩市長から

萩市は全国トップクラス
１か月余りで約 510 万円

老
朽
化
し
た
店
舗
を
取
り
壊
し

U F O
ビル
U F O
ビル 萩信用

金庫
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　たまち土曜夜市
▷ 7月5・12・19・26日
▷田町商店街アーケード

７月１日から、山口県内で大型観光キャンペーン
「おいでませ山口デスティネーションキャンペー
ン（ＤＣ）」が始まります。期間中は、ＪＲグルー
プが山口県を舞台にしたテレビＣＭなどを全国的
に展開。萩市もロケ地として登場します。

７月１日〜９月30日

ゆかた参加で特典
■浴衣割引（市内約100店舗にて）
　浴衣を着ている方は、特典クーポン付きパス
ポートで、浴衣割引が受けられます。
■浴衣宿泊プラン（９つの宿泊施設にて）
　期間中、市内のホテルや旅館で、色浴衣のレン
タルや着付けのサービスがついた宿泊プランや、
エステや岩盤浴が楽しめる宿泊プランも。

【浴衣宿泊プラン実施施設】萩一輪、萩観光ホテル、
萩本陣、萩グランドホテル天空、高大、萩たなか
ホテル、萩小町、千春楽、常茂恵

日本海・萩沖で獲れる旬のアジやケンサキイカ、イサキ、ウニな
どの海鮮をはじめ、萩ブランドである見蘭牛やむつみ豚、そして
地産の野菜など、旬の味がぎゅっとつまった丼。17 店舗それぞ
れオリジナルの 17 種類の丼が楽しめます！
■期間　７月～９月　　■価格　1,500 円～ 2,000 円

提 供 店 どうらく MARU
ギャラリー宙 いそ萬 シズキ
ふるさと家族 維新亭 一清
海岸通り 割烹千代 旬ダイニング楽
お食事処わらじ 平和閣 レストラン高大
庭園カフェ畔亭 季節料理いすず 和食たにし

　４月下旬、人気ドラマ「ごくせん」などで活躍中
の人気女優 仲間由紀恵さんが萩を訪れ、ＪＲ西日
本ディスカバー・ウエストのＣＭ撮影を行いました。
　30 秒ＣＭのタイトルは「夏みかんの町　萩」、
甘い香りにココロもなごみます…。仲間さんが平
安古鍵曲を散策し、夏みかんに「ん〜すっぱい !!」。
　６月末から首都圏で、７月から大阪・名古屋で
放映されます。

テレビなどで萩が続々登場！

7
月
1
日
〜
9
月
19
日

　萩夏まつり
▷ 8月1日㈮〜3日㈰
▷住吉神社・吉田町ほか

　萩・万灯会
▷ 8月13日㈬　大照院
▷15日㈮　東光寺

仲間由紀恵のＣＭが放送中

〜志士たちとすれ違いそうな萩のまちです。〜
　５月には歌手の谷村新司さんが、ＪＲ西日本
の 50 歳からの知的な旅クラブ「クラブ ディスカ
バー・ウエスト」の撮影で来萩。菊屋横丁などで
撮影されたポスターのほか、このクラブの会員サ
イトでナビゲーターとして山口・萩を巡ります。

谷村新司が萩をナビゲート
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「防長回天史」
（平成３年 マ
ツノ書店限定
復刻）

擢
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
本
来
な
ら
ば

縁
の
な
い
長
州
の
人
脈
の
中
で
才
を
発

揮
し
舞
台
を
広
げ
て
ゆ
き
、
逓
信
大
臣

や
内
務
大
臣
を
務
め
る
大
物
政
治
家
に

上
り
つ
め
ま
す
。

　

運
も
あ
り
ま
す
が
末
松
自
身
の
才

能
も
充
分
で
、
若
き
日
の
明
治
15
年

（
１
８
８
２
）
国
費
留
学
し
た
英
国
の

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
「
源
氏
物
語
」

の
英
訳
本
を
出
版
し
ま
し
た
。
今
年
は

「
源
氏
物
語
千
年
紀
」。
源
氏
物
語
が
世

に
出
て
千
年
の
記
念
の
年
で
す
が
、
日

本
人
が
初
め
て
英
訳
出
版
し
た
の
が
末

松
の
源
氏
物
語
だ
と
言
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
出
版
に
は
伊
藤
博
文
が
支
援
し

「
日
本
に
は
数
百
年
前
に
既
に
欧
州
に

負
け
な
い
豊
か
な
文
化
が
あ
り
、
女
性

作
家
が
い
た
」
こ
と
を
流
布
し
外
交
的

に
活
用
し
た
と
言
い
ま
す
。（
立
教
大

学
、
川
勝
麻
里
研
究
員
）
ま
た
大
学
で

西
洋
式
歴
史
叙
述
法
を
学
び
ま
し
た
か

ら
、「
防
長
回
天
史
」
の
編
纂
を
引
き

受
け
た
の
は
、
あ
な
が
ち
伊
藤
の
女
婿

だ
っ
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
な
く
編
纂

事
業
が
自
身
に
と
っ
て
格
好
の
学
理
実

践
の
機
会
で
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

末
松
は
五
人
の
編
纂
人
の
一
人
に
同

じ
旧
小
倉
藩
の
堺
利
彦
を
指
名
し
ま
す
。

堺
は
日
本
の
社
会
主
義
運
動
の
草
分
け

と
し
て
活
躍
し
た
思
想
家
で
す
が
文
筆

家
と
し
て
も
頭
角
を
顕
わ
し
て
き
た
時

期
で
し
た
。

　

堺
は
編
纂
の
準
備
の
た
め
明
治
30

年
の
秋
、
萩
を
訪
れ
ま
し
た
。
当
時
の

写
真
を
見
る
と
萩
の
ま
ち
の
多
く
が
蓮

畑
だ
っ
た
り
、
屋
敷
の
空
き
地
は
ほ
と

ん
ど
夏
蜜
柑
に
彩
ら
れ
た
時
代
で
し
た
。

堺
は
役
所
や
熊
谷
家
な
ど
多
方
面
で
聞

き
取
り
や
資
料
調
査
を
す
る
の
で
す
が
、

こ
の
時
紀
行
文
を
書
い
て
い
ま
す
。

堺
は
山
口
か
ら
萩
に
向
か
う
の
に
、

「
荷
持
ち
」
を
仕
立
て
て
一
の

坂
越
え
を
し
ま
す
。

　
「
一
の
坂
、
甚
だ
峻
也
。
荷
持
の
男
、

年
老
い
て
苦
し
げ
な
り
。
我
そ
ぞ
ろ
に

に
つ
い
て
井
上
は
盟
友
だ
っ
た
伊
藤

博
文
に
相
談
し
、
結
局
見
識
が
あ
り
伊

藤
の
娘
婿
で
も
あ
る
末
松
謙
澄
に
落
ち

着
い
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
井
上
馨
と

伊
藤
博
文
は
近
代
日
本
の
創
造
に
活
躍

し
た
同
じ
長
州
人
で
す
が
、
両
者
は
後

年
政
治
手
法
の
違
い
か
ら
離
反
し
ま
す
。

こ
の
時
期
は
ま
だ
事
ご
と
に
相
知
り
相

譲
る
仲
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
「
防
長
回
天
史
」
の
本
編
は
図
書
館

等
で
お
読
み
頂
く
と
し
て
、
こ
の
書
の

位
置
に
つ
い
て
萩
博
物
館
の
一
坂
太
郎

特
別
学
芸
員
は
「「
防
長
回
天
史
」
は

明
治
維
新
史
の
一
級
資
料
と
し
て
貴

重
で
評
価
の
高
い
も
の
で
す
。
し
か
し

藩
閥
史
観
の
枠
を
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
、

あ
る
い
は
末
松
が
伊
藤
の
女
婿
で
あ
る

こ
と
の
限
界
を
指
摘
す
る
識
者
が
い
る

こ
と
も
確
か
で
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
読

み
解
く
側
が
し
っ
か
り
し
た
視
座
を

持
っ
て
い
れ
ば
、
維
新
史
探
索
の
貴
重

な
助
言
者
に
な
る
も
の
で
す
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
文
学
散
歩
15

末
松
謙
澄
は
豊
前
行
橋
の
生
ま

れ
で
す
が
、
東
京
で
土
佐
人

の
佐
々
木
高
行
の
書
生
に
な
り
ま
す
。

佐
々
木
は
岩
倉
具
視
遣
外
使
節
団
の
一

員
と
し
て
渡
欧
し
、
そ
の
後
年
参
議
や

枢
密
顧
問
官
な
ど
を
務
め
た
天
皇
の
側

近
で
し
た
。
末
松
は
佐
々
木
の
伝
で
後

に
蔵
相
に
な
る
高
橋
是
清
を
知
り
、
ま

た
高
橋
の
家
に
出
入
り
し
て
い
た
「
お

雇
い
外
国
人
」
フ
ル
ベ
ッ
キ
を
知
り
ま

す
。
フ
ル
ベ
ッ
キ
親
子
を
囲
ん
だ
「
維

新
の
群
像
写
真
」
は
余
り
に
も
人
物
が

揃
い
す
ぎ
て
い
る
と
し
て
、
今
に
至
る

ま
で
真
贋
論
争
が
続
い
て
い
る
こ
と
は

皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

　

末
松
は
フ
ル
ベ
ッ
キ
家
に
届
く
外
国

新
聞
を
翻
訳
し
て
新
聞
社
へ
売
り
込
み

評
価
を
得
ま
し
た
。
そ
れ
が
も
と
で
東

京
日
々
新
聞
の
福
地
桜
痴
社
長
の
知
遇

を
得
て
工
部
卿
の
伊
藤
博
文
に
紹
介
さ

れ
ま
す
。
人
生
と
い
う
の
は
本
当
に
面

白
い
展
開
を
す
る
も
の
で
、
末
松
は
さ

ら
に
陸
軍
卿
山
県
有
朋
の
秘
書
官
に
抜

堺
利
彦
の
名
は
社
会
主
義
運
動
家
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
毛
利
藩
の
事
跡
を
通

し
て
み
る
明
治
維
新
史「
防
長
回
天
史
」

の
執
筆
陣
の
一
人
だ
っ
た
こ
と
、
萩
の

紀
行
文
や
「
周
布
政
之
助
」
を
書
い
て

い
る
こ
と
な
ど
は
、
案
外
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
編
纂
の
主
査
は
官
僚
政

治
家
と
し
て
活
躍
し
た
伊
藤
博
文
の
女

婿
の
末
松
謙
澄
で
す
。

　

文
学
散
歩
か
ら
は
少
し
外
れ
ま
す
が
、

興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
触
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。

明
治
新
政
府
に
な
っ
て
宮
内
省
は

旧
大
名
家
に
幕
末
維
新
史
の
調

査
資
料
の
提
出
を
求
め
ま
し
た
。

　

当
時
毛
利
家
の
家
政
協
議
人
筆
頭
を

務
め
て
い
た
井
上
馨
は
、
提
出
資
料
の

公
平
、
正
確
さ
を
求
め
て
毛
利
家
の
独

自
調
査
に
加
え
て
他
藩
人
を
中
心
に
し

た
「
防
長
回
天
史
」
の
編
纂
を
決
め
た

の
で
す
。
編
纂
の
主
査
を
誰
に
す
る
か

末松 謙
けんちょう

澄
（1855 〜 1920）

堺 利彦
（1870 〜 1933）

「堺利彦全集第
一巻」（昭和８
年 中央公論社）
枯川随筆所収
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気
の
毒
に
覚
え
て
「
我
ら
如
き
若
き
者

の
荷
を
、
老
い
た
る
卿
に
持
た
す
る
は

逆
様
事
な
る
か
な
」
な
ど
い
え
ば
、「
さ

に
あ
ら
ず
旦
那
、
持
た
せ
て
下
さ
る
が

ご
慈
悲
な
り
。
こ
の
坂
の
た
め
に
日
々

口
を
糊
す
も
の
幾
人
あ
る
か
知
れ
ず
」

と
い
う
。
苦
し
げ
な
る
如
く
な
れ
ど
、

こ
の
男
案
外
に
老
健
な
る
也
。
こ
の
話

を
端
緒
と
し
て
老
人
さ
ま
ざ
ま
の
事
を

語
る
。
米
の
貴
き
事
、
貧
者
は
益
々
貧

に
し
て
富
者
は
益
々
富
な
る
事
、
転
じ

て
福
島
中
佐
の
事
、
進
ん
で
三
国
干
渉

の
事
、
将
来
の
日
露
戦
争
の
事
、
こ
の

老
人
決
し
て
只
の
荷
持
に
あ
ら
ず
と
思

わ
し
む
る
も
の
あ
り
。
我
言
葉
を
改
め

て
老
人
の
仕
事
を
問
え
ば
、
曰
く
、「
前

原
様
に
少
し
ご
加
勢
を
致
し
ま
し
て
、

そ
れ
で
百
日
ば
か
り
ぶ
ち
こ
ま
れ
ま
し

た
よ
。」」

　

老
車
夫
は
、
明
治
９
年
急
激
な
制
度

改
革
に
よ
っ
て
露
呈
し
た
中
央
集
権

の
歪
み
に
対
し
て
、
前
原
一
誠
ら
が
首

謀
し
た
萩
の
乱
に
参
加
し
た
旧
萩
藩
士

で
、
恬
淡
と
し
た
語
り
の
さ
り
げ
な
い

表
現
が
逆
に
事
の
重
さ
を
感
じ
さ
せ
ま

す
。
堺
は
続
け
ま
す
。

　
「
萩
に
着
し
て
先
ず
松
本
村
に
至
る
。

か
の
有
名
な
る
松
下
村
塾
の
在
り
し
所

な
り
。
老
車
夫
が
語
る
を
聞
け
ば
、
松

本
村
は
元
小
禄
な
る
下
士
の
住
せ
し

処
に
し
て
、
見
る
影
も
な
き
村
な
り
し

な
り
。
今
も
な
お
家
小
に
軒
低
く
、
寒

村
た
る
を
免
れ
ず
、
然
れ
ど
も
こ
の
寒

村
能
く
幾
多
有
為
の
士
を
出
だ
せ
し
な

り
。」

　
「
諏
訪
神
社
を
下
り
て
杉
民
治
翁
を

訪
う
。
翁
は
吉
田
松
陰
の
兄
君
也
、
慇

懃
懇
篤
、
我
を
導
き
て
松
下
村
塾
の
旧

跡
を
観
せ
し
む
。
旧
跡
は
杉
翁
が
居
宅

の
隣
地
に
在
る
な
り
。」

　
「
か
の
松
陰
先
生
が
こ
の
庭
前
に
唐

臼
を
踏
み
て
米
を
精
げ
な
が
ら
、
門
弟

に
史
記
を
講
じ
た
り
し
其
の
様
如
何
な

り
け
ん
。
弥
二
郎
、
和
作
、
俊
介
等
の

諸
童
が
こ
こ
に
集
ま
り
て
先
生
の
教
え

を
聞
き
し
其
の
様
如
何
な
り
け
ん
。」

　

堺
は
杉
民
治
氏
と
の
会
話
に
感
じ
入

る
の
だ
が
、
さ
ら
に
、
夜
宿
に
招
い
て

酒
を
酌
み
交
わ
し
た
老
車
夫
の
「
酒
を

好
み
ま
た
談
を
好
む
」
と
い
っ
た
風
情

と
時
代
の
波
に
乗
れ
ず
身
を
落
と
し
な

が
ら
も
人
品
を
崩
さ
な
い
「
老
志
士
」

の
生
き
様
に
、
若
い
堺
は
格
別
の
感
慨

を
覚
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
材
で
萩
の
歴
史
に
親
し

ん
だ
堺
は
、
３
年
後
に
少
年
向
け
の

読
本
「
周
布
政
之
助
」
を
出
版
し
て
い

ま
す
。
左
側
の
堺
に
と
っ
て
は
対
局
の

人
々
も
知
り
た
か
っ
た
と
み
え
、
伊
藤

博
文
邸
や
井
上
馨
邸
な
ど
を
訪
ね
る
よ

う
に
な
り
、
日
記
に
「
伊
藤
、
井
上
、

末
松
、
な
り
あ
が
り
華
族
の
家
庭
を
う

か
が
い
て
、
起
居
、
飲
食
の
事
を
察
す
、

面
白
し
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

余
談
で
す
が
、
堺
は
萩
出
身
の
反
骨

川
柳
家
井
上
剣
花
坊
と
親
交
が
あ
り
、

「
剣
花
坊
の
川
柳
改
革
は
堺
枯
川
の
影

響
だ
っ
た
。」
と
剣
花
坊
の
弟
子
だ
っ

た
作
家
、
吉
川
英
治
が
書
い
て
い
る
の

も
何
か
因
縁
め
い
た
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー

会
員
か
ら
の
お
便
り

め
ー
る
ぼ
っ
く
す

◦
林
賢
治　
　
　
　
（
埼
玉
県
川
越
市
）

　

萩
を
出
た
私
が
い
う
の
も
な
ん
で
す

が
、
今
春
の
高
卒
者
で
萩
に
残
る
者
が

一
割
と
い
う
の
は
さ
び
し
い
思
い
で
す
。

私
の
同
期
も
関
東
地
区
で
よ
く
会
い
ま

す
が
、
定
年
後
は
萩
に
住
む
と
い
う
者

が
多
く
、
私
も
そ
う
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
漁
業
・
農
業
を
中
心
に
し
た
、

町
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

長
門
市
三
隅
在
住
の
末
永
幸
夫
さ
ん

ん（
61
歳
、萩
商
工
昭
和
40
年
卒
、雅
号
：

映
雪
）
が
、
日
本
書
道
会
を
代
表
す
る

会
の
一
つ
「
太
玄
会
」
主
催
の
「
第
49

回
太
玄
会
書
展
」
の
審
査
会
員
の
部
で

ト
ッ
プ
の「
太
玄
賞
」を
獲
ら
れ
ま
し
た
。

　

末
永
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
、
三
井

銀
行
（
現
・
三
井
住
友
銀
行
）
で
銀
行

マ
ン
と
し
て
働
く
傍
ら
、
書
の
指
導
を

受
け
、「
太
玄
会
」
の
師
範
と
審
査
員

の
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月
に
定
年
退
職
後
、
長
門
市

に
帰
郷
さ
れ
ま
し
た
。　
　

受
賞
作　

李
白
の
漢
詩
「
白
亭
城
」

◦
末
永
幸
夫　
　
　
　
　
　
（
長
門
市
）

書
道
展
で
ト
ッ
プ
賞
を
受
賞

◦
松
野
俊
男　
　
　
（
愛
知
県
江
南
市
）

　

愛
知
県
唯
一
の
萩
焼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

経
営
し
て
い
ま
す
が
、
以
前
か
ら
女
房

と
い
つ
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
の
で
き
る
建

物
が
造
り
た
い
ね
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
念
願
が
か
な
っ
て
今
年
の
２
月

に
完
成
し
杮

こ
け
ら
落
と
し
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
近
所
の
人
た
ち
や
友
達
、
日
頃
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
人
た
ち
を
お
呼
び

し
て
総
勢
１
０
０
人
が
集
ま
り
楽
し
く

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。

　

名
前
も
二
人
で
い
ろ
い
ろ
と
悩
ん
だ

末
、「
オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル
」
と
名
づ
け

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
か
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
。

◆
連
絡
先　

〒
４
８
３
‐
８
０
６
５

愛
知
県
江
南
市
高
屋
町
八
幡
１
２
０

ギ
ャ
ラ
リ
ー
く
れ
い　

松
野
俊
男
・
久

美
子
（
０
５
８
７
・
５
４
・
０
８
３
９
）

ド
と
言
え
ま
す
。

明
治
18
年
に
内
閣
制
度
が
出
来
て

初
代
の
総
理
伊
藤
博
文
か
ら
黒

田
清
隆
そ
し
て
山
県
有
朋
さ
ら
に
は
松

方
正
義
と
薩
長
で
総
理
を
持
ち
回
る
時

勢
、
末
松
謙
澄
が
師
事
し
た
佐
々
木
高

行
は
明
治
天
皇
の
お
側
に
仕
え
陛
下
の

お
言
葉
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　
「
松
方
は
何
処
ま
で
も
撓
げ
ぬ
精
神

あ
る
よ
う
に
見
ゆ
る
も
、
何
分
不
決
断

に
て
前
途
の
目
的
乏
し
く
、
し
か
し
な

が
ら
伊
藤
の
如
く
、
昨
日
の
こ
と
を

今
日
俄
に
変
え
る
事
は
之
な
し
、
縮
ま

る
所
因
循
な
り
、
そ
の
因
循
は
事
由
不

明
よ
り
来
る
と
思
う
。
長
州
人
は
概
し

て
才
知
に
長
じ
、
薩
人
は
概
し
て
正

僕
な
り
。
山
県
（
有
朋
）、
山
田
（
顕

義
）
両
人
は
長
人
の
中
に
て
は
違
え
ど

も
、
よ
く
よ
く
見
る
と
き
は
や
は
り
長

人
の
性
質
あ
る
よ
う
に
思
わ
る
、
と
仰

せ
ら
る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
陛
下
の

薩
、
長
人
の
分
析
に
は
感
慨
を
憶
え
ま

す
。

　

防
長
回
天
史
の
出
自
も
興
味
深
い
の

で
す
が
、
維
新
後
の
混
乱
の
中
で
自
ら

の
能
力
を
時
流
に
乗
せ
得
た
末
松
謙
澄

の
生
き
様
や
、
あ
の
時
代
に
社
会
主
義

を
求
め
た
堺
利
彦
の
世
界
は
、
別
の
機

会
に
掘
り
下
げ
て
み
た
い
も
の
だ
と
思

わ
せ
ま
す
。

（
高
井　

誠　

エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）
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戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
真
っ
た

だ
中
に
生
ま
れ
た
私
は
、
昭
和
41
年
に

萩
工
業
高
校
を
卒
業
し
、
大
阪
の
一
企

業
に
就
職
し
ま
し
た
。
世
の
中
の
事
を

何
一
つ
知
ら
な
い
高
校
生
で
し
た
か
ら
、

先
生
に
勧
め
ら
れ
る
が
ま
ま
の
就
職
で

し
た
。
会
社
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
工
事
を
受
注
、

完
成
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
私
が
仕

事
に
慣
れ
た
頃
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
側
か
ら
の

工
事
量
が
増
加
し
始
め
ま
し
た
。
特
に

近
畿
地
区
は
交
換
機
の
自
動
化
に
伴
い
、

長
期
間
の
工
事
が
増
え
、
大
変
な
時
代

で
し
た
。
28
歳
の
時
に
自
社
系
列
の
下

請
け
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
30
歳
で
念

願
の
独
立
を
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
紆
余
曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
、
結

婚
し
、
3
人
の
子
供
に
も
恵
ま
れ
、「
薩

長
連
合
は
よ
く
頑
張
る
な
ー
」
と
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
。（
妻
が
鹿
児
島
、
私

が
長
州
萩
出
身
の
た
め
）
で
も
こ
れ
は
、

事
あ
る
事
に
、
周
り
の
人
、
友
人
、
知

人
ま
た
職
場
の
人
達
に
励
ま
さ
れ
、
協

力
し
て
も
ら
っ
た
賜
物
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

私
が
、
か
ら
た
ち
会
の
支
部
長
に

な
っ
た
の
は
、
昨
年
の
正
月
に
前
支
部

長
が
海
外
へ
赴
任
す
る
事
と
な
っ
て
し

ま
い
…
。
突
然
の
事
に
当
初
は
と
ま
ど

い
ま
し
た
。
今
年
は
母
校
が
萩
商
工
高

等
学
校
と
な
っ
た
事
も
あ
り
、
た
ち
ば

な
会
、
か
ら
た
ち
会
合
同
関
西
支
部
総

会
を
行
う
事
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日

の
た
め
に
夜
遅
く
ま
で
会
合
し
、
た
ち

ば
な
会
役
員
の
方
々
や
、
か
ら
た
ち
会

先
輩
、
役
員
方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
の
発
足
と
な
り
ま
し
た
。
支
部
長
と

し
て
と
て
も
感
謝
し
、
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
関
西
地
区
で

旧
交
を
温
め
、
ず
っ
と
継
続
し
て
い
け

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
に
伴
い
、
通
信

回
線
も
光
ケ
ー
ブ
ル
の
時
代
で
す
。
私

も
還
暦
を
迎
え
、
日
々
変
わ
っ
て
い
く

工
事
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
い
く
の
は

大
変
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留

意
し
な
が
ら
、
も
う
ひ
と
頑
張
り
す
る

つ
も
り
で
す
。

　

私
は
小
学
校
は
白
水
小
学
校
で
す
。

今
も
か
わ
い
い
小
さ
な
校
舎
が
あ
り
ま

す
。
思
い
出
の
中
で
は
大
き
な
木
造
の

校
舎
が
あ
り
、
広
い
運
動
場
が
あ
り
ま

し
た
。
中
学
校
は
指
月
中
（
今
は
萩
西

中
）
で
す
。
入
学
式
の
後
、
指
月
城
跡

で
し
た
花
見
、
そ
の
時
の
満
開
の
桜
を

今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
し
ま
す
。
ク
ラ

ブ
活
動
は
柔
道
部
だ
っ
た
の
で
、
夏
、

菊
ヶ
浜
の
砂
浜
で
の
走
り
込
み
は
太

陽
の
暑
さ
と
砂
の
熱
さ
で
、
苦
し
く
て
、

へ
と
へ
と
に
な
っ
た
学
生
時
代
で
し
た
。

帰
省
し
、
子
供
達
と
海
水
浴
に
行
く
と
、

昔
と
違
っ
て
小
さ
く
な
っ
た
砂
浜
で
、

懐
か
し
い
あ
の
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

私
は
今
、
人
生
60
年
、
萩
で
過
ご
し

ズーム
アップ

か
ら
た
ち
会
関
西
支
部
長

窪く
ぼ
た田
末
男
さ
ん

（
神
戸
市
垂
水
区
在
住　
60
歳
）

私
の
近
況

プロフィール

昭和 23 年３月生まれ

昭和 38 年
昭和 41 年
昭和 41 年
昭和 51 年

萩
工
業
高 

昭
和
41
年
卒

た
時
の
方
が
短
い
の
に
、
思
い
出
は
ど

ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
き
ま
す
。
今
年
の
5

月
に
は
、
同
級
生
の
計
ら
い
で
、
小
学

校
6
年
時
の
恩
師
と
中
学
校
3
年
時
の

恩
師
に
会
う
事
が
で
き
、
心
を
熱
く
し

て
き
ま
し
た
。
年
を
重
ね
る
毎
に
郷
愁

が
深
ま
っ
て
い
く
の
は
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
！

　

垂
水
在
住
に
な
っ
て
か
ら
磯
釣
り
が

大
変
好
き
に
な
り
、
チ
ヌ
釣
り
か
ら
、

メ
バ
ル
釣
り
へ
と
凝
り
ま
し
た
。
釣
り

場
は
姫
路
沖
に
あ
る
家
島
諸
島
の
界
隈

で
す
。
渡
船
で
島
へ
渡
し
て
も
ら
っ
て

の
釣
り
で
、
磯
・
島
へ
足
を
下
ろ
し
た

と
た
ん
、
気
持
ち
が
高
ぶ
っ
た
も
の
で

す
。
萩
に
は
大
自
然
に
恵
ま
れ
た
島
々

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
そ
の
辺
り

で
の
釣
り
情
報
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
見
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
え
た
ら
釣

吉
フ
ァ
ン
が
増
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
見
島
で
の
黒
ま
ぐ
ろ
の
釣

り
は
テ
レ
ビ
で
も
時
々
、
放
映
し
て
い

る
の
で
、
よ
く
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

萩
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
き
め
細
か
な
情
報

発
信
を
お
願
い
し
ま
す
。
関
西
方
面
で

の
、
ス
ー
パ
ー
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
萩

物
産
展
な
ど
で
、
萩
の
自
然
の
味
を

も
っ
と
宣
伝
す
る
の
も
い
い
の
で
は
？

関
西
に
も
萩
フ
ァ
ン
の
人
は
多
い
で
す

よ
。

萩
の
思
い
出

萩
へ
の
一
言

白水小学校、指月中学校
萩商工高校入学
萩工業高校（電気科）卒業
昭和電気建設株式会社入社
独立自営業（窪田通信）と
なり現在に至る

　昭和 40 年に建設されてから約 43 年あ
まり、多くの卒業生を輩出した校舎の取り
壊しが、６月下旬から始まりました。
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最近、萩で話題にあがるイタリアンレストラン
といえば、５月１日にオープンしたアポロニア
です。下五間町の蔵屋敷ビルに、今までの萩に
無いお店というコンセプトで出店されました。

最近、萩で話題にあがるイタリアンレストラン
といえば、５月１日にオープンしたアポロニア
です。下五間町の蔵屋敷ビルに、今までの萩に
無いお店というコンセプトで出店されました。

田町商店街の空き店舗対策の事業として、
萩商工会議所と田町商店街の支援を受け、
５月１日、自然派カフェバー＆雑貨店の
LaCeiba（ラ・セイバ）ができました。

田町商店街の空き店舗対策の事業として、
萩商工会議所と田町商店街の支援を受け、
５月１日、自然派カフェバー＆雑貨店の
LaCeiba（ラ・セイバ）ができました。

アポロニアアポロニア

LaCeiba
　
イ
バ
と
は
パ
ン
ヤ
の
木
を
意
味
し
、

オ
ー
ナ
ー
は
浅
井
朗ろ

う

太た

さ
ん
（
28

歳
）。
店
内
は
廃
材
を
利
用
し
、
屋
内
に
い

な
が
ら
も
屋
外
に
い
る
よ
う
な
、
隠
れ
家
の

よ
う
な
客
席
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　

店
内
の
雰
囲
気
も
そ
う
で
す
が
、
食
材
も
、

そ
し
て
生
き
方
も
自
然
派
に
こ
だ
わ
る
浅
井

さ
ん
は
、
萩
に
移
住
す
る
前
は
、
横
浜
で
無

農
薬
野
菜
レ
ス
ト
ラ
ン
の
店
長
を
務
め
て
い

た
。
21
歳
と
23
歳
に
旅
し
た
中
南
米
エ
ク
ア

ド
ル
で
、
自
然
な
ス
タ
イ
ル
で
頑
張
っ
て
生

き
る
現
地
の
人
々
に
感
銘
を
受
け
た
の
が
原

点
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
萩
（
福
井
下
）
出
身
の
奥
さ
ん

と
出
会
い
、
自
然
、
食
材
が
豊
か
な
萩
を
知

り
、
そ
の
中
で
も
、
ア
ジ
・
サ
バ
な
ど
の
庶

民
の
魚
が
日
本
で
一
番
美
味
し
い
と
感
じ
、

夢
で
あ
っ
た
〝
自
分
の
店
〟
を
横
浜
か
ら
I

タ
ー
ン
し
、
萩
の
地
に
出
す
こ
と
を
決
め
ら

れ
た
と
の
こ
と
。

　

カ
フ
ェ
バ
ー
と
掲
げ
る
よ
う
に
、
営
業
は

２
部
制
で
11
時
〜
18
時
ま
で
は
カ
フ
ェ
タ
イ

ム
、
18
時
以
降
は
バ
ー
タ
イ
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。「
で
き
る
か
ぎ
り
自
然
に
作
ら
れ
た

も
の
と
、
で
き
る
か
ぎ
り
山
口
県
、
萩
市
で

作
ら
れ
た
も
の
を
使
用
し
て
い
き
た
い
」
と

明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
。
お
薦
め
は
、
品
数
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
豊
富
な
日
替
り
ラ
ン
チ
と
無
農

薬
で
酸
化
防
止
剤
不
使
用
の
自
然
派
ワ
イ
ン
。

　

気
取
ら
ず
、
友
達
の
家
に
遊
び
に
き
て
い

る
よ
う
な
気
軽
さ
で
、
食
事
や
お
酒
が
楽
し

め
ま
す
。

「自然にくつろげ楽しめるお店です」
と浅井さんご夫婦

LaCeiba（ラ・セイバ）
住　所　　萩市東田町 92
T ＥＬ　　0838・21・4331
営業時間　11 時〜 20 時 
　　　　　木・金・土のみ 11 時〜 24 時
定休日　　火曜日
LaCeiba の動画→ http://hagiweb.com

ラ・セイバ

話題の
お店！

日替りランチ（￥1,100）
のご飯・味噌汁セレクト

　
内
に
入
っ
て
み
る
と
、
間
接
照
明
を

使
用
し
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
雰
囲

気
で
す
が
、
明
る
い
談
笑
が
似
合
う
雰
囲
気

で
も
あ
り
、
ど
の
年
齢
層
で
も
気
軽
に
イ
タ

リ
ア
ン
を
楽
し
め
ま
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
を
務
め
る
の
は
、
福
岡

県
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
で
来
ら
れ
た
村
上
惠
治
さ

ん
（
64
歳
）。
北
浦
の
海
、特
に
阿
武
町
清
ヶ

浜
の
美
し
さ
が
世
界
で
一
番
キ
レ
イ
だ
と
感

じ
、
緑
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ
し
て
美
味
し
い

魚
と
美
味
し
い
水
に
心
を
打
た
れ
、
萩
を
終

焉
の
地
に
決
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

　

村
上
さ
ん
は
、
大
学
３
年
の
と
き
、
ア
メ

リ
カ
に
渡
り
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
大
学
在

学
中
に
ド
イ
ツ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ア
ル
バ
イ
ト

か
ら
始
め
、
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
で
ホ
テ
ル
と

レ
ス
ト
ラ
ン
を
営
ん
で
は
、
ま
た
ア
メ
リ
カ

に
戻
り
、マ
ク
ロ
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
（
健
康
食
）

の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
海
外
生
活
20
数
年
で
得
た
経
験
と
知
識

を
、
萩
で
イ
タ
リ
ア
ン
の
店
と
し
て
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
海
の
海
の
幸
、
地
域
の
素
材
を
使
い
、

研
究
熱
心
な
村
上
さ
ん
の
提
供
さ
れ
る
料
理

は
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
。

「
昨
年
の
８
月
に
開
発
し
た
ト
マ
ト
ソ
ー
ス

は
、
自
信
を
持
っ
て
い
ま
す
。
マ
ル
ゲ
リ
ー

タ
は
絶
品
で
す
よ
！
是
非
ワ
イ
ン
と
一
緒
に

召
し
上
が
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
ワ
イ
ン

は
料
理
を
美
味
し
く
、
楽
し
く
す
る
相
乗
効

果
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。」

イタリアンレストラン　アポロニア
住　所　萩市下五間町 74　蔵屋敷ビル２F
ＴＥＬ・ＦＡＸ　0838・26・1288
営業時間　18 時〜 21 時 30 分
定休日　月曜日

話題の
お店！

イタリアンレストラン

セ

店
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萩
ガ
ラ
ス
工
房
と
聞
く
と
、
単
な
る

ガ
ラ
ス
製
品
の
工
房
と
だ
け
思
っ
て
し

ま
う
が
、
国
内
を
見
渡
し
て
も
他
に
は

な
い
、
と
び
き
り
極
上
な
高
品
質
の
製

品
が
作
ら
れ
て
い
る
。

　

原
料
は
笠
山
の
石
英
玄
武
岩
（
安
山

岩
）
を
素
材
に
し
た
硬
質
の
カ
リ
ガ

ラ
ス
で
、
一
般
の
ガ
ラ
ス
工
房
が
製

造
し
て
い
る
軟
質
の
ソ
ー
ダ
ガ
ラ
ス

に
比
べ
強
度
が
強
く
、
５
〜
10
倍
も
あ

る
。
こ
の
カ
リ
ガ
ラ
ス
の
熔
融
温
度
は

１
５
２
０
℃
と
超
高
温
度
だ
。
そ
し
て

技
術
力
。
一
般
市
販
の
軟
質
ソ
ー
ダ
ガ

ラ
ス
で
は
窯
か
ら
硝
子
を
取
り
出
し
て

２
〜
３
分
間
も
作
業
が
出
来
る
の
に
対

し
て
、
萩
ガ
ラ
ス
工
房
で
は
わ
ず
か
30

秒
間
と
限
ら
れ
、
熟
練
の
技
と
言
う
よ

り
、
名
人
芸
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
技
術

が
必
要
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
す
べ
て

の
作
業
は
助
手
を
伴
わ
ず
た
っ
た
一
人

で
全
て
を
こ
な
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

藤
田
社
長
は
「
他
の
工
房
で
は
萩
ガ

ラ
ス
工
房
の
真
似
は
出
来
な
い
だ
ろ

う
」
と
言
う
。
他
の
工
房
で
は
、
昼
夜

３
６
５
日
、
１
５
０
０
℃
前
後
も
の
超

温
度
域
を
維
持
す
る
窯
の
技
術
レ
ベ
ル

を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、
そ
こ
ま
で

維
持
経
費
を
か
け
よ
う
と
し
な
い
か
ら

だ
。
と
こ
ろ
で
何
故
、
萩
ガ
ラ
ス
工
房

だ
け
が
１
５
０
０
℃
以
上
の
温
度
の
窯

を
持
っ
て
い
る
の
か
？
そ
れ
は
、
藤
田

社
長
の
も
う
一
つ
の
仕
事
に
大
き
く
関

係
し
て
い
る
。

　

藤
田
社
長
は
、
日
本
特
殊
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
株
式
会
社
（
以
下
、
日
特
セ
ラ
）

の
代
表
取
締
役
と
し
て
の
顔
を
持
っ
て

い
る
。
こ
の
「
日
特
セ
ラ
」
は
表
面
上
、

わ
ず
か
社
員
６
名
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

だ
が
、
全
員
が
取
締
役
技
術
開
発
部
長

の
肩
書
き
を
持
ち
、
各
々
が
京
都
や
滋

賀
で
工
場
を
持
ち
担
当
商
品
別
に
分
社

化
さ
れ
た
自
分
の
会
社
を
経
営
し
て
い

る
。
そ
の
中
の
一
つ
が
萩
ガ
ラ
ス
工
房
。

す
な
わ
ち
萩
ガ
ラ
ス
工
房
は
日
特
セ
ラ

の
子
会
社
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
工
房

の
裏
の
建
物
の
中
で
は
藤
田
社
長
が
担

当
し
て
い
る
各
種
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
を
も

シ
リ
ー
ズ
⑨

萩
ガ
ラ
ス
工
房
㈲

萩
の
元
気
企
業
探
訪

約
１
４
０
年
ぶ
り
に
笠
山
の
石
英
玄
武
岩
（
安
山
岩
）
を
用
い
て

「
幻
の
萩
切
子
ガ
ラ
ス
」
を
復
元
し
、
萩
焼
の
貫
入
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
国
内
唯
一
の
三
層
構
造
を
持
つ
“
内
ひ
び
貫
入
ガ
ラ
ス
”
を

開
発
・
製
作
す
る
萩
ガ
ラ
ス
工
房
を
訪
問
、
代
表
取
締
役
社
長
の

藤
田
洪
太
郎
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

特
別
な
ガ
ラ
ス
工
房

ニ
ュ
ー
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の

開
発
、
製
造

　

経
済
産
業
省
が
07
年
度
か
ら
始
め
た

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
販
路
拡
大
を
支
援
す

る
補
助
事
業
に
、
萩
ガ
ラ
ス
工
房
が
取

り
組
ん
で
い
る
、
江
戸
末
期
に
製
造
さ

れ
た
「
萩
切
子
ガ
ラ
ス
」
の
復
刻
品
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

毛
利
家
の
文
献
に
よ
る
と
、
萩
で
ガ

ラ
ス
製
造
が
始
ま
っ
た
の
は
万
延
元
年

（
１
８
６
０
）。
長
崎
で
化
学
を
修
得
し

て
い
た
長
州
藩
士
・
中
嶋
治
平
が
、
藩

主
に
建
白
書
を
提
出
し
、
江
戸
な
ど
か

ら
職
人
を
招
い
た
こ
と
が
最
初
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

全
国
に
、
江
戸
、
薩
摩
、
萩
の
３
つ

の
切
子
が
あ
り
、
萩
切
子
は
、
当
時
と

し
て
は
珍
し
い
十
面
体
の
デ
ザ
イ
ン
を

採
用
。
天
皇
や
京
都
の
公
家
へ
の
贈
答

品
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
毛
利
家
の
下
屋
敷
が
あ
っ

た
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
シ
ョ
ッ
プ

（
ガ
ー
デ
ン
サ
イ
ド
・
ガ
レ
リ
ア
）
な

ど
で
販
売
し
、
首
都
圏
で
の
知
名
度
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

内ひび貫入ガラス
（カップ10,500円〜）

（１脚52,500円〜）

「幕末の萩ガラス製作者、中嶋治平がなし得なかった高度な技術を完成したい」
藤田洪太郎さん（64 歳）
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藤田洪太郎
1944 年（昭和 19）萩市越ケ浜生まれ、萩高校 63 年（昭
　　和 38 年）卒業（15 期）、近畿大学理工学部卒業

製
造
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
研
究
・
開

発
を
繰
り
返
し
、
い
ろ
い
ろ
な
技
術
ノ

ウ
ハ
ウ
を
手
に
入
れ
た
。
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
日
特
セ
ラ
を
設
立
し
、
更
に
萩
ガ

ラ
ス
工
房
を
設
立
し
、
国
内
最
高
の
品

質
レ
ベ
ル
を
誇
る
硬
質
カ
リ
ガ
ラ
ス
の

製
造
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　

藤
田
社
長
の
経
験
か
ら
発
想
さ
れ
た

面
白
い
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

萩
ガ
ラ
ス
工
房
の
社
員
の
入
社
条
件
と

し
て
、「
１
年
間
に
１
０
０
万
円
の
貯

金
を
し
ま
す
」
と
い
う
約
束
項
目
に
署

名
さ
せ
、
貯
め
ら
れ
な
か
っ
た
者
は
退

職
勧
告
を
言
い
渡
さ
れ
る
。
貯
め
た
お

金
で
５
年
後
は
萩
ガ
ラ
ス
工
房
を
卒
業

し
て
、
海
外
の
ガ
ラ
ス
学
校
に
留
学
す

る
資
金
と
さ
せ
る
た
め
な
の
で
あ
る
。

　
「
若
い
人
た
ち
は
、
将
来
独
立
し
よ

う
と
い
う
意
欲
が
な
け
れ
ば
駄
目
だ
」

と
公
言
し
、
そ
れ
ゆ
え
従
業
員
教
育
に

は
厳
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
厳
し
い
条

件
を
出
さ
れ
な
が
ら
も
、
毎
年
１
人
の

採
用
枠
に
対
し
、
30
人
を
超
え
る
応
募

が
あ
る
。
給
料
を
貰
い
な
が
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
ゆ
え
、

意
欲
の
あ
る
若
者
に
は
魅
力
的
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
萩
は
田
舎
だ
か
ら
若
い

人
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
の
は
嘘
の
よ

う
で
も
あ
る
。

★
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト（
15
ペ
ー
ジ
参
照
）

ふ
ぐ
の
ガ
ラ
ス
容
器
２
個
セ
ッ
ト
を
５

名
様
に

萩ガラス工房有限会社
資  本  金 :1,000 万円　従業員数：９名
事業内容：ガラス工芸品の製造販売
　　　　　ファインセラミックスの製造販売
〒 758-0011　萩市越ケ浜明神池上がる
営業時間　9：00〜18：00（年中無休）　
TEL 0838・26・2555　HP http://www.hagi-glass.jp/

経
験
を
次
世
代
に

　

岩
崎
酒
造
㈱
（
岩
﨑
洋
二
社
長
）
の

「
長
陽
福
娘 

大
吟
醸
」
が
、
平
成
19
酒

造
年
度
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
金
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
金
賞
は
６
回
目
の
受
賞
。

萩
で
は
岡
崎
酒
造
（
川
上
）
の
長
門
峡

も
金
賞
を
受
賞
し
、
酒
処
・
萩
の
地
酒

が
全
国
で
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
白
身
の
刺
身
を
肴
に
、
冷
や
で
飲

ん
で
も
ら
え
る
と
、
こ
の
だ
い
ご
味
が

堪
能
で
き
ま
す
よ
」
と
、
五
代
目
の
岩

「
長
陽
福
娘 
大
吟
醸
」が
金
賞

暑
い
夏
、刺
身
を
肴
に

冷
や
で
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い

﨑
喜
一
郎
さ
ん

　
「
今
年
の
お
酒
は
特
に
力
が
入
っ
て

い
ま
す
」。
南の

う
の野

清
美
杜
氏
（
72
歳
）

を
頭

か
し
らに

、
新
た
に
20
代
と
30
代
の
若
い

蔵
人
を
加
え
、
蔵
元
の
喜
一
郎
さ
ん
と

４
人
が
チ
ー
ム
。
和わ

き
あ
い
あ
い

気
藹
々
と
し
た
雰

囲
気
の
中
に
も
、
杜
氏
が
若
い
人
に
技

術
や
考
え
方
を
伝
え
た
い
と
力
を
尽
く

し
、
ま
た
若
い
蔵
人
も
そ
れ
を
吸
収
し

よ
う
と
懸
命
。
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
て

作
り
上
げ
た
大
吟
醸
。

岩崎酒造株式会社
明治 34 年創業。水は蔵の井戸から湧
き出る阿武川の伏流水を使用。蔵の冷
房設備など酒造りの環境を整えるとと
もに、年間を通じて大型冷蔵庫で商品
を厳重に管理。
〒 758‐0047　萩市東田町 58

（0838・22・0024、FAX0838・22・8611）
http://www.fukumusume.jp/

　

大
吟
醸
は
、
県
内
産
の
山
田
錦
を

35
％
ま
で
磨
い
た
も
の
。
香
り
が
良
く
、

口
に
含
ん
だ
と
き
に
ぱ
っ
と
広
が
る
心

地
良
い
、
す
っ
き
り
し
た
、
味
わ
い
深

い
上
品
な
口
当
た
り
に
仕
上
が
り
ま
し

た
。
７
〜
10
度
の
冷
や
が
お
す
す
め
で
、

「
皆
さ
ん
に
、
あ
あ
、
お
い
し
い
、
と

一
升
瓶
が
空
に
な
る
ま
で
飲
ん
で
頂
け

た
ら
、
そ
れ
が
最
高
の
喜
び
」
と
南
野

杜
氏
。

　

一
升
瓶
（
１
・
８
ℓ
）
は
５
２
５
０
円
、

四
合
瓶
（
７
２
０
ml
）
は
２
６
２
５

円
。
金
賞
受
賞
の
酒
が
こ
の
値
段
と
は

破
格
で
す
。「
お
か
げ
さ
ま
で
、
既
に

た
く
さ
ん
の
注
文
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
在
庫
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
」
と

の
こ
と
。
お
求
め
は
お
早
め
に
。
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
も

注
文
で
き
ま
す
。

★
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト（
15
ペ
ー
ジ
参
照
）

金
賞
を
受
賞
し
た
大
吟
醸（
四
合
瓶
）を

２
名
様
に

「香りを楽しんで」と
岩﨑喜一郎さん（43 歳）

全
国
新
酒
鑑
評
会岩
崎
酒
造

萩
の
元
気
企
業
探
訪

86 年
92 年

大阪に日本特殊セラミックスを設立
萩市に萩ガラス工房を設立
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「クラス会をいつ、どこで開催します」
という情報をお寄せください。萩の資
料送ります。投稿記事も歓迎します。

東海指月会
6月15日

マリオットアソシアホテル（名古屋市）

▷今年で 28 回目、25 人参加（会員
は 180 人）。役員が代わりました。
▷左から　有田裕二さん（37 期、幹
事長）吉岡正博さん（18 期、会長）
白石豪男さん（21 期、副会長）

広島指月会
6月14日

ホテルグランヴィア広島（広島市）

▷左から　坂井純子さん、宮田美佐子
さん（43 年卒）昭和 41 ～ 43 年新聞
部で活躍（当時 20 人）
▷今年で 13 回目、31 人参加（会員
は 600 人）

最後の同窓会で、例年にない多くの参
加者、約240人。「甲子園出場の萩商業、
花園出場の萩工業の伝統を受け継いだ、
新生萩商工の活躍を期待」と引受期代
表の内田誠一郎さん（53 年卒）。

からたち会総会
5月10日

萩商工高校体育館（萩市）

○多田耕弥（千葉県佐倉市）
今田会（明倫小学校 1 部 6
年 4 組、昭和 28 年卒）は、
各地持ち回りで２年ごとに

▷105 人参加（たちばな会 70 人、からたち
会29人）。うち20人近くがビケンテクノ社員、
平成18～20 年卒業の女性も10 人参加。
▷左から　豊田祥子さん（18 年卒・須佐）、
藏田麻紀さん（19 年卒・田万川）、坂井由梨
香さん（18 年卒・玉江）、岩本翔子さん（20
年卒・田万川）、大林仁美さん（20 年卒・須佐）

合同関西支部総会

6月14日

大阪弥生会館（大阪市）

たちばな会・からたち会

今田会
5月17・18日

南紀白浜（和歌山県白浜町）

開催しています。今年は５月 17・18 日に、南紀白浜（ホ
テル三楽荘）で行いました。いつもは 24 ～ 26 人の出席
があるのですが、今回は 19 人にとどまりました。やはり、
寄る年波には勝てずの人も、あるいは舅、姑の介護が必要
な人も出てきました。
　ホテルに到着してすぐに希望者は「南方熊楠記念館」に
直行。２日目の朝、「千畳敷」や「三段壁」を見学、日本
海と違った海の色を体感しました。
　次回は 2010 年で、関東グループが担当します。

情報ください！
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礒
部
製
作
所
の
礒
部
満
人
さ
ん

（
76
歳
）
は
３
代
目
で
、
17
歳
の
時

か
ら
父
や
兄
の
も
と
で
修
行
し
ま
し

た
。「
礒
部
の
包
丁
は
切
れ
味
が
違

う
」
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、
北
は
青
森

か
ら
東
は
東
京
、
西
は
福
岡
、
四
国

ま
で
全
国
の
多
く
の
フ
ァ
ン
に
愛
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
は
鍬く

わ

な
ど
の

農
具
や
漁
具
を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、

20
年
く
ら
い
前
か
ら
は
包
丁
を
中

心
に
作
っ
て
い
ま
す
。
平
鍬
が
店
の

中
に
何
気
な
く
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。

中
国
地
方
の
鍛
冶
屋
さ
ん
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

阿武町

　

特
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
の
は
炭
と
温
度
。
松

の
木
の
炭
は
、
包
み
込

む
よ
う
な
と
て
も
柔
ら

か
い
炎
で
す
。
そ
れ
で

も
槌
で
叩
く
鍛
造
の
時

の
温
度
は
１
１
０
０
℃
、

焼
入
れ
の
時
で
８
０
０

℃
、
焼
き
戻
し
で
１
８

０
〜
２
０
０
℃
、
温
度

礒部製作所
住所　〒 759-3622
　　　阿武郡阿武町奈古東方
TEL　08388・2・2058 
 （夜間は萩市大井0838・28・0501）
午前８時〜午後４時　日曜は休業

は
す
ご
く
大
切
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
こ
だ
わ
り
は
鋼

は
が
ね。

島
根
の
安
来
産
の
砂
鉄
（
川
で
は
な

く
山
か
ら
採
っ
た
も
の
）
は
分
子
が

細
か
く
、
硬
さ
と
粘
り
が
違
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
最
高
級
の
安
来
青
２
号

を
使
用
し
て
い
ま
す
。「
使
っ
て
も

ら
う
人
に
満
足
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、

自
分
の
よ
ろ
こ
び
で
あ
り
何
と
も
言

え
な
い
気
分
に
な
る
。
包
丁
に
魂
を

入
れ
、
命
を
吹
き
込
む
こ
と
、
物
を

生
か
す
こ
と
は
誰
に
も
負
け
な
い
自

負
が
あ
る
」
と
礒
部
さ
ん
。
鉄
製
の

包
丁
だ
か
ら
刃
も
こ
ぼ
れ
る
し
、
錆

　

山
口
県
漁
協
須
佐
支
店
の
須
佐 

男み
こ
と命
い
か
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
委
員
会
は
、

６
月
25
日
、
須
佐
特
産
の
ケ
ン
サ
キ
イ

カ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
男
命

い
か
の
唄
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

須
佐
出
身
で
東
京
を
拠
点
に
活
躍
す

る
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
歌
手
、
き
た
だ
に
ひ

ろ
し
さ
ん
（
本
名
＝
北
谷
洋
、39
歳
）
が
、

「
故
郷
に
何
か
恩
返
し
を
」
と
、
漁
師

た
ち
が
イ
カ
に
よ
る
地
域
お
こ
し
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
感
動
し
、
無
償

で
引
き
受
け
ま
し
た
。
日
本
海
の
荒
波

で
漁
を
す
る
男
た
ち
の
た
く
ま
し
い
姿

を
思
い
浮
か
べ
「
魂
の
唄
声
を
吹
き
込

も
う
」
と
、
作
詞
作
曲
か
ら
歌
ま
で
担

当
。
和
太
鼓
や
尺
八
風
の
音
色
に
乗
せ

て
、
漁
師
た
ち
の
意
気
込
み
が
伝
わ
る

歌
で
、
同
じ
須
佐
出
身
の
ミ
キ
サ
ー
、

水
津
一
博
さ
ん
が
協
力
し
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｄ
２
０
０
枚
を
制
作
し
、
組
合
員

や
地
元
の
学
校
な
ど
に
配
布
し
ま
し
た
。

７
月
27
日
の
「
須
佐 

男
命
い
か
祭
り
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
披
露
さ
れ
、
28
日

の
「
須
佐
湾
大
花
火
大
会
」
で
、
き
た

だ
に
さ
ん
本
人
が
歌
い
ま
す
。

　

須
佐
の
イ
カ
釣
り
漁
船
は
約
50
隻
で
、

昨
年
度
は
約
１
億
８
０
０
０
万
円
の
水

揚
げ
。
２
年
前
に
「
須
佐 

男
命
い
か
」

を
商
標
登
録
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け

た
積
極
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

■
須
佐 

男
命
い
か
直
売
市

▽
７
月
６
日
か
ら
９
月
28
日
ま
で
の
毎

週
土
・
日
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜

▽
須
佐
漁
港
０
８
３
８
７・６・２
３
１
１

須
佐
出
身
歌
手

〝
き
た
だ
に
ひ
ろ
し
〟
さ
ん
が
作
詞
作
曲

包丁に魂を込める、
こだわりの職人技

も
来
る
。
時
々

は
砥
石
で
研
い

で
ほ
し
い
と
包

丁
へ
の
愛
情
も

忘
れ
ま
せ
ん
。

  

礒
部
さ
ん
の

包
丁
は
お
店
の

ほ
か
、道
の
駅
・

阿
武
町
で
買
え

ま
す
。
宅
配
も

し
て
い
ま
す
。

礒部製作所

　

山
口
県
は
、
３
月
に
、
萩
焼
の
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間
国
宝
）

の
故
・
三
輪
休
和
氏
や
三
輪
壽
雪
氏

の
陶
芸
作
品
を
含
む
美
術
品
２
４
１

点
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
の
収
集
家
は
、
法

学
者
の
故
・
染そ

め

野の

義
信
・
啓
子
夫
妻

（
東
京
）。
昭
和
40
年
代
初
め
か
ら
収

集
さ
れ
、
近
現
代
工
芸
史
上
貴
重
な

作
品
約
３
０
０
点
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
萩
焼
の
作
家
、

特
に
萩
市
の
三
輪
窯
と
懇
意
だ
っ
た

そ
う
で
、
三
輪
壽
雪
氏
の
作
品
を
数

多
く
収
集
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
作
品
は
、
２
０
１
０

年
に
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
の
隣

に
完
成
予
定
の
陶
芸
展
示
施
設
の
常

設
展
示
等
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

染
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

２
４
１
点
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

三輪壽雪氏の作品
「鬼萩花冠高台茶碗 銘 命の開花」

山
口
県
立
萩
美
術
館
・

　
　

浦
上
記
念
館
に
収
蔵

「ワンピース」の主題歌でアニメ部門
08年日本ゴールドディスク大賞を受賞
した“きただにひろし”さん

男み
こ
と命

い
か
の
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
完
成
!!
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父
に
濱
中
月
村
さ
ん
（
64
歳
）
を
持

つ
兄
と
妹
。
兄
・
史
朗
さ
ん
は
萩
焼
作

家
。
妹
・
孝
子
さ
ん
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ

ザ
イ
ナ
ー
。
共
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
い

う
職
に
就
く
。
二
人
に
「
何
故
こ
の
道

を
選
ん
だ
の
か
？
」
と
尋
ね
る
と
、
返

答
は
微
妙
に
違
う
が
二
人
と
も
「
自
然

と
そ
う
な
っ
た
。」
と
言
わ
れ
る
。
幼

少
の
こ
ろ
か
ら
父
の
手
伝
い
を
し
て
、

社
会
人
と
な
り
、
当
た
り
前
の
よ
う
に

大
屋
窯
の
社
員
と
な
っ
た
そ
う
だ
。
抵

抗
も
無
か
っ
た
と
い
う
。

　

史
朗
さ
ん
は
、
89
年
、
18
歳
で
社
員

と
な
り
、
出
張
料
理
人
・
佐
々
木
志
年

氏
の
も
と
感
性
を
磨
き
、
若
く
し
て
そ

の
才
能
を
発
揮
さ
れ
、
07
年
、
父
、
月

村
さ
ん
の
跡
を
継
ぎ
社
長
に
就
く
。「
そ

の
道
し
か
知
ら
な
い
し
、
そ
の
道
以
外

に
興
味
も
無
か
っ
た
。」
と
い
う
言
葉

通
り
、
迷
い
も
な
く
、
曇
っ
た
感
情
も

な
く
、
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、
自
ら
の

道
を
歩
む
。

　

孝
子
さ
ん
（
90
年
光
塩
学
院
卒
業
）

も
ま
た
、
92
年
、
20
歳
で
社
員
と
な
っ

た
。
決
し
て
萩
焼
を
制
作
す
る
こ
と

に
違
和
感
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
道
を
考
え

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
世
間

一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
な
り
た
く

て
も
な
れ
な
い
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
っ

た
ら
し
い
。
転
機
は
友
人
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
だ
っ
た
そ
う
だ
。「
萩
焼
で
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ
た
ら
。」
そ
の
言

葉
を
き
っ
か
け
に
ア
ク
セ
サ
リ
ー
制
作

も
手
が
け
る
。
そ
の
後
、
流
れ
に
身
を

任
す
よ
う
に
97
年
、
25
歳
の
時
、
イ
タ

リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
へ
渡
り
、
ジ
ュ

エ
リ
ー
を
学
ぶ
。
帰
国
後
は
、写
真
家
・

福
島
菊
次
郎
氏
に
彫
金
を
学
び
、
ジ
ュ

エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
本
格
的

に
活
動
を
始
め
る
。

　
「
人
生
に
何
を
求
め
て
い
る
か
？
」

そ
の
質
問
に
対
し
て
も
言
葉
は
違
う
が
、

ニ
ュ
ア
ン
ス
は
近
い
。
兄
・
史
朗
さ

ん
は「
よ
り
生
き
や
す
い
よ
う
に
生
き

る
。」と
、
妹
・
孝
子
さ
ん
は
「
気
負
い

無
く
、自
然
体
で
生
き
て
い
た
い
。」
と
。

　

自
分
ら
し
く
、
自
分
の
思
う
よ
う
に

生
き
る
こ
と
は
誰
も
が
願
っ
て
い
る
こ

と
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
か
な
か

そ
う
は
い
か
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
濱

中
さ
ん
兄
妹
は
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い

る
。

　

史
朗
さ
ん
の
言
葉
に
興
味
深
い
も
の

が
あ
っ
た
。

「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
に
は
、
膨
大
な
知

識
と
計
算
が
必
要
で
す
よ
ね
。」

　

決
し
て
史
朗
さ
ん
本
人
が
自
分
を
指

し
て
言
っ
た
言
葉
で
は
な
い
が
、
二

人
の
生
き
方
が
ま
さ
に
そ
の
ナ
チ
ュ
ラ

リ
ス
ト
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

兄
・
史
朗
さ
ん
は
、
自
分
が
欲
し
い

も
の
を
作
る
と
言
い
、
自
分
と
の
距
離

が
な
い
も
の
で
な
い
と
、
と
も
言
わ
れ

た
。
そ
れ
が
、
人
に
必
要
と
さ
れ
る
か

ど
う
か
は
賭
け
で
あ
る
が
、〝
そ
こ
に

は
嘘
は
無
い
〟
と
信
念
を
感
じ
る
。

　

妹
・
孝
子
さ
ん
は
、自
分
が
思
っ
た

も
の
を
形
に
す
る
と
言
う
。作
品
に
は

自
分
の
気
持
ち
、姿
を
さ
ら
け
出
す
そ

う
だ
。二
人
の
言
葉
か
ら
は
、育
っ
た
環

境
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
分
か
る
。

　

父
親
の
濱
中
月
村
さ
ん
は
、
大
阪
府

岸
和
田
市
生
ま
れ
。
１
９
６
１
年
に

陶
芸
の
道
に
入
り
、
69
年
に
大
屋
窯
を

築
い
た
。
窯
は
、
時
を
重
ね
る
こ
と
に
、

一
つ
、
ま
た
一
つ
と
増
や
さ
れ
た
そ
う

だ
。
自
ら
の
道
を
自
ら
の
足
で
歩
み
、

自
ら
の
理
想
と
す
る
も
の
を
、
自
ら
の

手
で
創
り
上
げ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て

き
た
人
生
が
想
像
で
き
る
。

　

大
屋
窯
に
は
濱
中
ワ
ー
ル
ド
が
形
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
萩
の
中

に
あ
り
な
が
ら
も
、
独
自
の
世
界
を
築

き
上
げ
て
い
る
。

史朗さん、孝子さんの作品が購入できるショップ
■ tazz..（タズ）
　萩市東田町西区 144 番地
　TEL　0838・26・6020
■望雲 Bouun
　福岡市中央区渡辺通 2-3-27 待鳥ビル 507
　TEL　092・733・1135

◎大屋窯
　住所　　〒758−0061　山口県萩市大屋905
　TEL　　0838・22・7141
　ＨＰ　　http://ooyagama.com
　定休日　土・日曜日

大屋窯
濱中 史朗さん

夢 追 人

濱中 孝子さん

（37 歳）

（35 歳）

ル
ー
ツ

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト

モ
ノ
作
り
へ
の

こ
だ
わ
り

カップ（史朗作）／無駄のない美しいラインが
持ち味で、繊細で美しい（3,500 円〜）
ジュエリー（孝子作）／シンプルな色づかいで
愛らしい細工が絶妙（3,150 円〜）

「西の旅」2008 年春号（編集発行：京阪神エルマガジン社）誌面より　写真：西岡潔
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山
口
県
と
山
東
省
の
友
好
協
定
締

結
25
周
年
を
記
念
し
て
開
催
。

　

わ
が
国
の
飛
鳥
・
白
鳳
時
代
の
仏

像
に
も
通
じ
る
、
お
だ
や
か
で
神
秘

的
な
魅
力
を
た
た
え
た
山
東
省
出
土

の
石
仏
77
点
を
総
合
的
に
紹
介
。

　

歌
川
広
重
は
、
葛
飾
北
斎
と
と
も

に
浮
世
絵
の
風
景
版
画
を
大
成
し
た

画
家
と
し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
が
安
政
５
年
（
１
８
５
８

年
）
に
62
歳
で
広
重
が
没
し
て
か
ら

１
５
０
年
に
あ
た
る
の
を
記
念
し
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
代
表
作
「
東
海
道

五
十
三
次
之
内
」
全
作
品
を
は
じ
め
、

萩
博
物
館
だ
よ
り

山
口
県
立
萩
美
術
館
・

　

浦
上
記
念
館
だ
よ
り

（
☎
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

（
☎
０
８
３
８
・
２
４
・
２
４
０
０
）

風
雲
！
昆
虫
城

７
月
12
日
㈯
〜
８
月
31
日
㈰

〜
カ
ブ
ト
ム
シ
た
ち
の
戦
記

　

夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
に
贈
る
萩

博
物
館
の
企
画
展
。

　
「
昆
虫
城
」・
・
・
そ
れ
は
カ
ブ
ト

ム
シ
が
お
さ
め
る
伝
説
の
城
。
そ
の

城
が
今
、
ナ
ゾ
の
敵
に
狙
わ
れ
て
い

る
！
世
界
の
珍
虫
・
怪
虫
た
ち
か
ら

の
挑
戦
や
誘
惑
を
か
わ
し
、
城
に
た

ど
り
つ
い
て
城
主
を
助
け
る
の
は
あ

な
た
で
す
。
郷
土
の
自
然
に
迫
り
つ

つ
あ
る
危
機
を
物
語
風
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
、
体
験
型
展
示
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
年
中
無
休

▽
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、
高

校
・
大
学
生
３
０
０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円

木
曾
六
十
九
次
、
江
戸
や
諸
国
の
名

所
な
ど
、
情
緒
あ
ふ
れ
る
風
景
版
画

１
５
５
点
を
、「
江
戸
名
所
絵
」「
街

道
絵
」「
諸
国
名
所
絵
」「
名
所
江
戸

百
景
」
の
４
セ
ク
シ
ョ
ン
で
紹
介
し

ま
す
。

　

陶
造
形
、
建
築
壁
面
、
繊
細
緻
密

な
平
面
制
作
な
ど
１
６
６
点
を
展
示
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

▽
休
館
日　

月
曜
日

※
７
月
21
日
（
月
・
祝
）
は
開
館
、

７
月
22
日
（
火
）
が
休
館

▽
入
館
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
学

生
８
０
０
円

仏
教
美
術
の
黎
明

開
催
中
〜
７
月
13
日
㈰

〜
中
国
山
東
省
石
仏
展

「東海道五十三次之内　庄屋　白雨」
横大判錦絵　天保４〜５年（1833 〜 1834）

広
重
の
風
景
版
画
展

７
月
19
日
㈯
〜
８
月
17
日
㈰

没
後
１
５
０
年
記
念

カ
ル
ロ
・
ザ
ウ
リ
展

８
月
26
日
㈫
〜
10
月
26
日
㈰

イ
タ
リ
ア
現
代
陶
芸
の
巨
匠

　

拓
殖
大
学
の
創
設
者
、
桂
太
郎
の

旧
宅（
川
島
）に
、
６
月
22
日
、
大
学
校

歌
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
来
年

創
立
百
周
年
を
迎
え
る
拓
殖
大
学
学

友
会
の
記
念
事
業
と
し
て
、
拓
殖
大
学

学
友
会
山
口
県
支
部（
守
繁
徹
支
部
長
、

船
津
）が
、
萩
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

藤ふ
じ
と渡
辰
信
第
17
代
拓
殖
大
学
総
長
を

は
じ
め
、
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
全

国
各
地
か
ら
卒
業
生
約
１
５
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
（
２
０
０
０
）、
拓
殖
大

学
創
立
百
周
年
式
典
が
行
わ
れ
、
天

皇
陛
下
か
ら
「
拓
殖
大
学
は
、
明
治

33
年
、
台
湾
の
開
発
と
殖
産
興
業
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指

し
、
桂
太
郎
校
長
の
下
に
台
湾
協
会
学

校
と
し
て
設
立
。
第
一
次
世
界
大
戦
が

終
わ
っ
て
間
も
な
い
大
正
７
年
頃
に
作

ら
れ
た
校
歌
に
は
、
青
年
の
海
外
雄
飛

の
志
と
と
も
に
、『
人
種
の
色
と
地
の
境 

我
が
立
つ
前
に
差
別
な
し
』
と
う
た
わ

れ
て
い
ま
す
」
と
、
お
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

　

同
年
、大
学
か
ら
桂
太
郎
像
と
肖
像

画（
黒
田
清
輝
作
）の
複
製
が
萩
市
に
寄

贈
さ
れ
、
桂
太
郎
旧
宅
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

桂太郎公銅像と石碑（川島、藍場川沿い）石碑の文字は拓殖大学第 12 代総長・中曽
根康弘元内閣総理大臣の揮

き ご う

毫です

拓殖大学校歌の石碑を
桂太郎旧宅に建立

コーカサス
オオカブト

ヘラクレス
オオカブト
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■
兼
田
昌
尚
展

９
月
16
日
（
火
）
〜
10
月
24
日
（
金
）

ア
メ
リ
カ　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク　

Ｊ
ｏ
ａ

ｎ　

Ｂ
．
Ｍ
ｉ
ｒ
ｖ
ｉ
ｓ
ｓ　

Ｇ
ａ
ｌ

ｌ
ｅ
ｒ
ｙ　

■
野
坂
康
起　

喜
寿
記
念
展

７
月
１
日
（
火
）
〜
７
日
（
月
）

東
京
都
中
央
区　

日
本
橋
三
越
本
店

　
　
　
（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
水
津
和
之
展

７
月
２
日
（
水
）
〜
８
日
（
火
）

東
京
都
中
央
区　

松
屋
銀
座
店

　
　
　
（
０
３
・
３
５
６
７
・
１
２
１
１
）

■
内
村
幹
雄
作
陶
展

７
月
２
日
（
水
）
〜
７
日
（
月
）

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
１
‐
３
‐
３

山
交
百
貨
店

　
　
　
（
０
５
５
・
２
３
７
・
０
１
１
１
）

■
陶
×
銅

　

船
崎
透
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
10
日
（
木
）
〜
15
日
（
火
）

埼
玉
県
越
谷
市
南
越
谷
４
‐
15
‐
13

ギ
ャ
ラ
リ
ー
恵
風

　
　
　
（
０
４
８
・
９
８
９
・
１
８
９
９
）

■
く
に
た
ち
ア
ー
ト
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
７
・
12

　

萩
市
出
身
、
国
立
市
在
住
の
現
代
美

術
家
・
柳
井
嗣
雄
が
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

し
て
参
加
。

　

国
立
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
文
化
・

芸
術
に
注
目
し
、
そ
の
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

７
月
12
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時

東
京
都
国
立
市　

一
橋
大
学
・
西
キ
ャ

ン
パ
ス
本
館
21
番
教
室

　
　
　
（
０
４
２
・
５
８
０
・
８
０
０
０
）

■
萩
ガ
ラ
ス
工
房
展
示
会

　

萩
ガ
ラ
ス
工
房
㈲
の
製
品
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

７
月
24
日
（
木
）
〜
８
月
23
日
（
土
）

東
京
都
港
区
北
青
山
２
‐
７
‐
15

　

Ａ
２
４
６
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
（
０
３
・
５
７
７
５
・
５
６
９
１
）

■
岡
田
裕
作
陶
展

８
月
５
日
（
火
）
〜
11
日
（
月
）

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
町
１
０
０
０

番
地　

そ
ご
う
千
葉
店

　
　
　
（
０
４
３
・
２
４
５
・
２
１
１
１
）

■
世
田
谷
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り

　

萩
市
と
世
田
谷
区
は
吉
田
松
陰
の
縁

で
友
好
都
市
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。
萩

の
井
上
商
店
と
岸
田
商
会
が
出
店
し
、

夏
み
か
ん
製
品
や
海
産
物
な
ど
が
販
売

さ
れ
ま
す
。

８
月
２
日
（
土
）
〜
３
日
（
日
）

東
京
都
世
田
谷
区
上
用
賀（
小
田
急「
経

堂
駅
」
下
車
）

Ｊ
Ｒ
Ａ
馬
事
公
苑
け
や
き
広
場

■
納
富
晋
作
陶
展

８
月
28
日
（
木
）
〜
９
月
３
日
（
水
）

東
京
都
中
央
区　

丸
善
日
本
橋
店

　
　
　
（
０
３
・
６
２
１
４
・
２
０
０
１
）

■
和
の
し
つ
ら
え

　

中
村
眞
一
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
31
日
（
木
）
〜
８
月
６
日
（
水
）

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
３
‐
２
‐
７

丸
善
名
古
屋
栄
店

　
　
　
（
０
５
２
・
２
６
１
・
２
２
５
１
）

■
三
人
展

　

濱
中
史
朗
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
２
日
（
水
）
〜
７
日
（
月
）

兵
庫
県
芦
屋
市
公
光
町
10
‐
10　

ｂ
ｏ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ

　
　
　
（
０
７
９
７
・
３
４
・
１
６
７
８
）

■
萩
ガ
ラ
ス
展

　

萩
ガ
ラ
ス
工
房
㈲
の
製
品
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

７
月
13
日
（
日
）
ま
で

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区　

高
島
屋
大
阪

店　
　
（
０
６
・
６
６
３
１
・
１
１
０
１
）

京
都
府
京
都
市
下
京
区　

高
島
屋
京
都

店　
　
（
０
７
５
・
２
２
１
・
８
８
１
１
）

■
た
ち
ば
な
会
・
か
ら
た
ち
会
広
島
支

部
総
会

　

広
島
地
区
の
萩
商
高
、
萩
工
高
の
同

窓
会
。

７
月
12
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

広
島
県
広
島
市
南
区
的
場
町　

ホ
テ
ル

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
広
島
21

　
　
　
（
０
８
２
・
２
６
３
・
３
１
１
１
）

■
技
・
明
木
作
品
展

　

５
月
に
開
催
さ
れ
た
「
萩
往
還
ま
つ

り　

技
・
明
木
展
」
に
出
店
し
た
店
の

う
ち
、
陶
器
や
版
画
な
ど
７
店
に
よ
る

作
品
展
。
内
村
幹
雄
の
作
品
も
展
示
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
会
場
で
は
明
木
の
ま

ち
な
み
が
パ
ネ
ル
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
10
日
（
木
）
〜
16
日
（
水
）

広
島
県
広
島
市
西
区　

ア
ル
パ
ー
ク
天

満
屋　
（
０
８
２
・
５
０
１
・
１
１
１
１
）

■
山
口
伝
統
工
芸
新
作
展

　

岡
田
裕
、
野
坂
康
起
、
波
多
野
善
蔵

ら
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
22
日
（
火
）
〜
28
日
（
月
）

広
島
県
広
島
市
中
区　

広
島
そ
ご
う

　
　
　
（
０
８
２
・
２
２
５
・
２
１
１
１
）

■
山
口
県
立
美
術
館　

常
設
展
示
室

◦
郷
土
工
芸
室「
十
二
代
三
輪
休
雪
展
」

７
月
１
日
（
火
）
〜
９
月
21
日
（
日
）

山
口
市
亀
山
町
３
‐
１　

山
口
県
立
美

術
館　
（
０
８
３
・
９
２
５
・
７
７
８
８
）

■
リ
サ
・
ペ
ア
ソ
ン　

ガ
ラ
ス
玉
ア
ク

セ
サ
リ
ー
展

８
月
７
日
（
木
）
〜
11
日
（
月
）

山
口
市
後
河
原
１
２
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

ラ
・
セ
ー
ヌ

　
　
　
（
０
８
３
・
９
２
４
・
４
５
５
９
）

■
か
ら
た
ち
会
九
州
支
部
総
会

　

九
州
地
区
の
萩
工
高
同
窓
会
。

７
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区　

小
倉
飯

店　
　
（
０
９
３
・
５
２
１
・
８
６
３
１
）

■
三
輪
和
彦
展

７
月
17
日
（
木
）
〜
23
日
（
水
）

大
分
県
大
分
市
府
内
町
２
‐
１
‐
４　

ト
キ
ハ
本
店

　
　
　
（
０
９
７
・
５
３
８
・
１
１
１
１
）

■
夏
の
雫
展

　

濱
中
孝
子
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
17
日
（
木
）
〜
28
日
（
月
）

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
‐
３

‐
27

望
雲
（
０
９
２
・
７
３
３
・
１
１
３
５
）

■
萩
高
同
窓
会
八
八
会

　

萩
高
指
月
会
の
本
部
総
会
。
今
年
の

引
受
期
は
45
期
（
平
成
５
年
卒
）。

８
月
８
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
〜

萩
高
等
学
校
体
育
館

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
７
６
）

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
本
部
総
会

　

萩
光
塩
学
院
同
窓
会
の
萩
光
塩
学
院

同
窓
会
の
本
部
総
会
。

８
月
10
日
（
日
）
午
後
６
時
30
分
〜

萩
市
東
田
町　

ビ
ア
シ
テ
ィ
は
ぎ

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
６
・
５
０
０
１
）

■
萩
・
韓
国
現
代
陶
芸
交
流
展

　

萩
陶
芸
家
協
会
の
会
員
56
人
と
、
韓

国
で
活
躍
す
る
陶
芸
家
40
人
に
よ
る
陶

芸
交
流
展
で
す
。

７
月
21
日
（
月
・
祝
）
ま
で

萩
市
呉
服
町　

旧
久
保
田
家
住
宅

萩
市
平
安
古　

旧
田
中
別
邸

問
い
合
わ
せ　

萩
市
商
工
課

中
国
地
区

萩
市
関
係

関
東
地
区

山
口
県
関
係

関
西
地
区

九
州
地
区

海　

外

東
海
地
区
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の
幕
末
・
明
治
を
疾
走
し
た
両
将
の
人

生
の
軌
跡
と
友
情
。

定　

価　

１
７
８
５
円

発　

行　

毎
日
新
聞
社

■
別
冊　

旅
の
手
帖
「
山
口
」

　
「
山
口
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
あ
わ
せ
た
山
口
の
特
集

号
。　

山
口
今
昔
物
語
、
山
口
の
う
ま

い
も
ん
、
夏
こ
そ
温
泉
へ
・
・
な
ど
。

定　

価　

８
８
０
円

発　

行　

交
通
新
聞
社

７
月
19
日
（
土
）
〜
26
日
（
土
）

萩
市
江
向　

萩
郵
便
局
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ル
ー
ム（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
６
８
１
）

■
「
下
瀬
信
雄
」
写
真
展

　
　

ー
天
地
結
界
（
15
年
の
歩
み
）
ー

　

待
望
久
し
か
っ
た
下
瀬
信
雄
の
作

品
展
「
結
界
」、
初
の
地
元
萩
で
の
開

催
。
厳
選
し
た
作
品
約
50
点
と
新
作
の

カ
ラ
ー
写
真
20
点
。

９
月
19
日
（
金
）
〜
23
日
（
火
・
祝
）

萩
市
江
向　

萩
市
民
館
小
ホ
ー
ル

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
３
４
）

■
「
斜
陽
に
立
つ
」　　
　
　

古
川
薫

　
〝
乃
木
は
愚
将
に
非
ず
〟　

歴
史
小
説

の
巨
匠
、
入
魂
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。

　

乃
木
希
典
と
児
玉
源
太
郎
。
戊
辰
戦

争
、
西
南
の
役
、
そ
し
て
運
命
の
日
露

戦
争
、
乃
木
の
自
死
の
日
ま
で
、
動
乱

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
６
３
８
）

■
赫
の
会
（
絵
画
・
彫
刻
）

　

萩
の
画
家
・
藤
崎
恒
頼
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

新
規
加
入
会
員
ご
紹
介

笹
村
正
治
さ
ん　
（
愛
知
県
長
久
手
町
）

藤
本
興
治
さ
ん　
　
（
東
京
都
台
東
区
）

は
ぎ
時
事
新
聞　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

中
村
和
末
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

弘
中
忠
男
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

末
武
芳
和
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

い
け
だ
釣
具
店　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

中
原
洋
さ
ん　
　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

野
村
正
信
さ
ん　
　
（
大
阪
府
高
槻
市
）

宮
田
美
佐
子
さ
ん　
（
広
島
県
広
島
市
）

坂
井
純
子
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

城
一
修
士
さ
ん　
　
（
広
島
県
因
島
市
）

桂
木
繁
さ
ん　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

伊
藤
博
司
さ
ん　
　
（
大
阪
府
高
槻
市
）

野
村
芳
宏
さ
ん（
岐
阜
県
各
務
ヶ
原
市
）

岡
崎
哲
也
さ
ん　
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

竹
内
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

エ
ヌ
テ
ィ
ー
エ
ー
旅
行　
　
　
（
萩
市
）

日
比
稔
さ
ん　
　
　
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

う
ま
い
も
の
処
萩
っ
子　
　
　
（
萩
市
）

（
４
月
23
日
〜
６
月
23
日　

20
人
）

◦
萩
ガ
ラ
ス
工
房
の
ふ
ぐ
の
ガ
ラ
ス
容

器
２
個
セ
ッ
ト
を
５
名
様
に

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
近
況
な
ど
を
明
記

の
う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ

ゼ
ン
ト
係
ま
で
。

締
め
切
り
は
７
月
31
日
（
消
印
有
効
）。

出
版
情
報

プ
レ
ゼ
ン
ト

三方を山に囲まれた須佐湾に迫力音が響き渡りま
す。　　　
ところ　萩市須佐漁港

㈪
７28
午後８時〜

須佐湾大花火大会

日本海をバックに、約7,000発の花火が夜空
を焦がします。萩夏まつりの初日に、豪華な花火
大会。
ところ　萩市菊ヶ浜

萩・日本海大花火大会１㈮８

午後８時〜

山に囲まれた漁港で打ち上げられる花火は、
体に響きます。
ところ　萩市江崎漁港弁天公園周辺

㈪
８25
午後８時40分〜

たまがわ夏まつり花火大会

夏の夜空を彩る約5,000発の花火が打ち上が
ります。
ところ　長門市仙崎港一帯

㈬
７23
午後８時〜

ながと仙崎花火大会

ところ　萩市むつみＢ＆Ｇ海洋センター㈭
８14
午後８時〜

むつみふれあい盆踊り花火大会

萩近辺の花火情報 
萩で夏の思い出作りませんか

約5,000発

約7,000発

約700発

約2,000発

約5,000発

奈古漁港に3,000発の花火が上がります。
ところ　阿武町奈古漁港
問　道の駅阿武町発祥交流館

㈯
７26
午後８時〜

なご夏まつり花火大会 約3,000発

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
で
は
、
年

会
費
を
３
年
分
ま
と
め
て
お
支
払
い

さ
れ
た
方
の
年
会
費
を
割
り
引
く
特

典
が
あ
り
ま
す
。

長
期
会
員
へ
の
特
典　

一
般
会
員
の

３
年
分
の
年
会
費
６
０
０
０
円
を

５
５
０
０
円
に
（
５
０
０
円
割
引
）

（
郵
便
振
替
の
み
の
扱
い
と
な
り
ま

す
） 萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会

年
会
費
３
年
分
で

５
０
０
円
割
引

■
別
冊　

一
個
人
「
日
本
一
の
手
み
や

げ
グ
ラ
ン
プ
リ
」

　

見
蘭
牛
、
夏
み
か
ん
丸
漬
が
ラ
ン
ク

入
り
し
て
い
ま
す
。

定　

価　

８
８
０
円

発　

行　

Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ス

■
Ｊ
Ｒ
の
ぞ
み
・
ひ
か
り
グ
リ
ー
ン
車

の
旅
の
月
刊
誌
「
ひ
と
と
き
」
７
月
号

　

特
集
「
お
殿
様
の
幕
末
維
新
ー
長
州

藩
〝
そ
う
せ
い
侯
〟
の
奇
跡
」。

清
水
義
範
、
松
本
健
一
ほ
か
の
文
（
全

17
ペ
ー
ジ
）

◦
岩
﨑
酒
造
の「
大
吟
醸　

長
陽
福
娘
」

を
２
名
様
に

フグオーナメント



■人の動き（平成20年５月末日）
　萩　市：人口／56,961人　男／26,148人　女／30,813人　世帯数／24,538世帯
　阿武町：人口／  4,049人　男／  1,803人　女／  2,246人　世帯数／　1,629世帯
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うに飯

　萩沿岸地区はウニの名産地。特に春先
から夏にかけて漁獲されるアカウニは甘
さ・香り・コクとも最高の品質です。高
価な食材なので、普段の食卓にというこ
とは無かったようですが、大切なお客様
用にウニ飯として供されてきました。

そ
の
二
、
夏
の
頃

　普通、塩辛といえばその原料にはスル
メイカを使うもの。萩地区は高級種ケン
サキイカの名産地で、そのイカを使った
高級な塩辛が漁家に受け継がれていま
す。剣先イカの盛漁期は梅雨の頃からで、
イカを天日干しできないこの季節に塩辛
に加工したといいます。

剣先いかの塩辛

　煮魚を食べて残ったアラに熱湯をかけ
て啜ることを、北浦地方では「医者殺し」
もしくは「医者いらず」と呼んできまし
た。由来はお魚の栄養分を最後まで摂取
することで、健康に過ごせる(お医者さ
んがいらない)というもの。お魚のエキ
スを最後まで味わい尽くす庶民の知恵で
す。

医者殺し

　かつて、萩のお祭りやお客様のもてな
し、花見や行楽の弁当に欠かすことがで
きなかったのが牛蒡巻き。萩名産である
焼き抜き蒲鉾の製造過程で余分となるエ
ソの皮や小鯛の皮を、縦切りして束ねた
牛蒡に捲きつけ、こんがりと香ばしく焼
いたのがこの製品。

牛蒡巻き

　上品な薄桃色の身が見た目にも美し
く、アマダイ独特のほんのり甘い風味が
アマダイ寿司の真骨頂。新鮮で上質なア
マダイが手に入る産地ならではの食べ方
です。古くからハレの魚として萩に住む
人々に珍重され、春のお花見弁当には、
必ずアマダイを使った惣菜や寿司が入っ
ていたとのこと。

あまだいの寿司

　普通に市販される粒ウニは保存性を高
めるためにアルコールが添加されていま
すが、萩の越ヶ浜地区や大島地区では、
アルコールを添加せず塩だけで加工され
た「塩ウニ」がごく少量生産されてきま
した。一般に販売される数量も少なく、
漁家に知り合いでも居ないとなかなか手
に入らない逸品中の逸品。

塩うに

　「やっきり」とは漢字にすると「焼き
切り」。魚を３枚におろし、皮を付けた
ままサクにした状態で、皮面を強火で炙
り、厚めの刺身に引く料理法。生の刺身
ばかりでは厭きが来るので、炙って食べ
てみたらまた違った風味で美味しかった
というのが、やっきりの起こりとか。

やっきり

（ごぼう巻き）


